
※「ワットサム」とはアイヌ語でワット（にれの木）・サム（傍）という意味で、わっさむの由来です。

議会だより

発行/北海道和寒町議会　編集/議会広報委員会

ｐ２　 こんなことが決まりました ～避難支援者の名簿提供へ～

ｐ６　 一般質問　４議員が登壇

ｐ11   新コーナー　追跡！  あの一般質問どうなった？ 

ｐ15   決算審査特別委員会Ｑ＆Ａ

ｐ18   所管事務調査　「地域福祉を考える会」開催

ｐ20　 町民インタビュー聞かせて　～みんなも一緒に体験しよう！～

和
寒
小
学
校
農
業
体
験

表
紙
の
説
明
（
19
ペ
ー
ジ
）

第109号 2022年11月18日
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９月
定例会

９
月
定
例
議
会
（
第
３
回
定
例
会
）
は
、
令
和
４
年
９
月

15
日
か
ら
16
日
の
２
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

15
日
は
、
奥
山
町
長
の
行
政
報
告
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、

一
般
質
問
を
行
い
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
条
例
の
制
定
・
改
正
等
の
審
議
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

16
日
は
補
正
予
算
等
の
他
、
意
見
書
２
本
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

避難支援者の名簿提供へ
～支援が必要な方の避難計画を～

【
和
寒
町
議
会
議
員
及
び
和

寒
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
限

度
額
を
左
表
に
す
る
条
例
の

一
部
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

選挙運動用自動車の使用の公営に要する経費に係る

限度額のうち、自動車の借入れ及び燃料の供給に関

する契約である場合の限度額

契約方式 改正後

一般運送契約

以外の契約

自動車の借入れ 16,100円/日

燃料の供給に関する契約 7,700円/日

選挙運動用ビラの作成の公営に要する経費に係る

限度額

選挙種別 改正後

町長選挙、町議会議員選挙 7円73銭/枚

選挙運動用ポスターの作成の公営に要する経費に係

る限度額

改正後

541.31円×ポスター掲示場数＋105,723円

ポスター掲示場数

あらまし

条
例
制
定

【
和
寒
町
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
及
び
個
別
避
難
計

画
に
関
す
る
条
例
の
制
定
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
災
害
時
に
、
自
ら
避
難
す

る
こ
と
が
困
難
な
障
が
い

者
、
高
齢
者
、
外
国
人
、
妊

産
婦
な
ど
の
避
難
行
動
要
支

援
者
に
対
し
て
、
名
簿
や
避

難
計
画
を
作
成
し
、
支
援
者

等
関
係
者
が
、
円
滑
で
迅
速

な
避
難
支
援
を
実
施
す
る
た

め
、
条
例
の
制
定
を
可
決
し

ま
し
た
。

　
避
難
支
援
等
関
係
者
と

は
、
士
別
地
方
消
防
事
務
組

合
や
士
別
警
察
署
、
民
生
委

員
、
自
治
会
、
町
長
が
認
め

る
関
係
者
の
こ
と
で
す
。

　
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
る
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
は
、
平
常
時
に
関
係
者
へ

提
供
さ
れ
る
の
で
、
支
援
者

は
名
簿
の
提
供
を
拒
否
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

条
例
改
正

【
和
寒
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
の
一

時
保
管
を
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
行
う
た
め
、
業
務
の

増
加
等
に
よ
り
条
例
の
一
部

改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。
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補
正
予
算

　
今
回
の
定
例
会
で
左
表
の

補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　（
５
名
賛
成
可
決
）

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

応
援
事
業
】

　
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

で
、
燃
料
や
食
材
費
等
の
価

格
上
昇
分
の
一
部
を
支
援
す

る
た
め
、１
事
業
者
10
万
円
、

30
万
円
の
増
額
補
正
を
可
決

し
ま
し
た
。

【
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

等
支
援
事
業
】

　
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
で

経
営
に
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
町
内
の
農
業
を
営
む

者
、
商
工
業
事
業
者
に
１
事

業
者
10
万
円
を
支
援
す
る
た

め
、
３
２
０
０
万
円
の
増
額

補
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
高
齢
者
等
除
雪
費
用
支

援
事
業
】

　
事
業
内
容
が
一
部
改
正
さ

れ
、
判
断
基
準
が
前
年
度
収

入
か
ら
住
民
税
非
課
税
世

帯
、
除
雪
範
囲
は
住
ん
で
い

る
家
屋
が
あ
る
敷
地
内
と
な

り
、
そ
れ
に
伴
い
補
助
率
も

変
更
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
ま
で
町
か
ら
業

者
に
支
払
っ
て
い
た
除
雪
費

を
利
用
者
が
支
払
い
、
町
に

申
請
す
る
こ
と
で
、
補
助
金

を
受
け
ら
れ
る
た
め
の
補
正

を
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
付
託

　
令
和
３
年
度
和
寒
町
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
付
託
の
う
え
閉

会
中
に
審
査
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。報

　
　
告

【
令
和
３
年
度
和
寒
町
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
に
係
る
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
報
告
に
つ
い
て
】

　
和
寒
町
の
財
産
状
況
は
健

全
で
あ
る
旨
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

（※ １万円未満切捨て表記）

一般会計
補 正 額 補正前の額 補正後の額

3744万円 46億3874万円 46億7618万円

議 会 費 88万円 費用弁償

総 務 費 4677万円
介護サービス事業所応援
金、原油価格・物価高騰等
支援事業交付金ほか

民 生 費 △35万円
除雪支援事業補助・委託、
会計年度任用職員各種手当
ほか

衛 生 費 △1188万円
国民健康保険特別会計（診
療所施設勘定）繰出金、公共
下水道事業特別会計繰出金

農 林 業 費 143万円
農業委員会備品、持続的畑
作生産体系確立緊急対策事
業補助ほか

土 木 費 10万円 光熱水費

給 与 費 48万円 職員各種手当

国民健康保険
（保険事業勘定）

16万円 5億2280万円 5億2296万円

国民健康保険
（診療施設勘定）

13万円 2億4254万円 2億4267万円

公共下水道事業 29万円 2億779万円 2億808万円

介 護 保 険 4093万円 5億6972万円 6億1065万円

反
　
対

　
　
酒
向
　
　
勤
議
員

　
高
齢
者
等
除
雪
費
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
激

変
緩
和
を
５
年
間
実
施
す

る
と
い
っ
て
も
、
今
後
、

除
雪
支
援
を
受
け
た
い
と

思
う
方
の
支
払
い
や
申
請

に
関
し
て
、
負
担
が
増
え

る
。

　
ま
た
、
議
案
審
議
に
つ

い
て
は
早
い
時
期
に
提
案

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

　
他
の
補
正
予
算
は
否
定

し
な
い
が
、
本
支
援
事
業

を
含
ん
で
い
る
た
め
に
反

対
す
る
。

賛
　
成

　
　
中
原
　
浩
一
議
員

　
高
齢
者
等
除
雪
費
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
対

象
外
に
な
る
方
の
配
慮
が

必
要
だ
と
思
う
。

　
ま
た
、
支
払
い
の
面
も

対
象
者
は
非
常
に
厳
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る

の
で
、
配
慮
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
こ
の
事
業
も
以
前
か
ら

問
題
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
解
決
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
て
賛
成

す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算討

論

物
価
高
騰

対
策
を
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人
　
　
事

【
教
育
委
員
会
委
員
の
選

任
】�　
（
全
員
賛
成
同
意
）

佐
々
木
き
よ
み
氏（
南
丘
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

佐
々
木
氏
は
平
成
30
年
10

月
か
ら
任
命
さ
れ
、
今
回
で

２
期
目
に
な
り
ま
す
。

（
任
期
４
年
）▲佐々木きよみ氏

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
】�　
（
全
員
賛
成
同
意
）

藤
井
利
博
氏
（
三
和
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

藤
井
氏
は
令
和
元
年
10
月

か
ら
選
任
さ
れ
、
今
回
で
２

期
目
に
な
り
ま
す
。

（
任
期
３
年
）▲藤井利博氏

８
月
12
日
開
催

 

第
３
回
町
議
会

臨　

時　

会

工
事
請
負

【
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

令
和
４
年
度
和
寒
下
水
終

末
処
理
場
電
気
設
備
改
修
工

事
請
負
業
者
を
北
海
道
三
菱

電
機
販
売
株
式
会
社
と
締
結

し
、
契
約
金
額
７
９
２
０
万

円
で
可
決
し
ま
し
た
。

８
月
25
日
開
催

 

第
４
回
町
議
会

臨　

時　

会

補
正
予
算

【
令
和
４
年
度
和
寒
町
一

般
会
計
補
正
予
算
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

和
寒
町
名
誉
町
民
、
元
和

寒
町
長
の
故
藤
井
辰
夫
氏
の

町
葬
実
施
の
た
め
、
総
額
で

２
９
９
万
１
千
円
の
増
額
補

正
を
可
決
し
ま
し
た
。

10
月
13
日
開
催

 

第
５
回
町
議
会

臨　

時　

会

表　
　

彰

　
　
　
　（
全
員
賛
成
可
決
）

功
　
労
　
章

○
浜
田
　
義
昭
様（
西
町
）

功

労

表

彰

○
故 

下
條
美
恵
様(

中
和)

○
茶
円
　
宥
正
様（
西
町
）

○
兼
丸
　
幸
二
様（
東
丘
）

善

行

表

彰

○
浜
田

　
義
昭
様（
西
町
）

○
渡
邊

　
道
子
様（
南
町
）

○
藤
井

　
利
博
様（
三
和
）

専
決
処
分

【
新
型
コ
ロ
ナ
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
10
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
開
始
す
る
た
め
、
９

月
26
日
に
行
っ
た
１
３
３
１

万
５
千
円
の
増
額
補
正
を
承

認
し
ま
し
た
。

意
見
書

【
国
土
強
靱
化
に
資

す
る
社
会
資
本
整
備

等
に
関
す
る
意
見

書
】

【
道
教
委
「
こ
れ
か

ら
の
高
校
づ
く
り
に

関
す
る
指
針
」
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
す

べ
て
の
子
ど
も
に
ゆ

た
か
な
学
び
を
保
障

す
る
高
校
教
育
を
求

め
る
意
見
書
】

提
出
者
　

 

中
原
浩
一
議
員

 

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
又
は
和
寒
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
議
会
事

務
局
を
ご
覧
下
さ

い
。
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補
正
予
算

　
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
に
よ
る
事
業
な
ど
、
総

額
４
６
０
３
万
円
の
増
額
補

正
を
可
決
し
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

【
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給

付
金
事
業
】

令
和
４
年
度
分
の
町
村
民

税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

な
ど
に
、
１
世
帯
あ
た
り
５

万
円
を
支
給
す
る
た
め
に
２

８
５
３
万
円
の
増
額
補
正
を

可
決
し
ま
し
た
。

【
高
齢
者
世
帯
等
生
活
支

援
事
業
】

　
低
所
得
の
高
齢
者
や
障
が

い
者
世
帯
へ
、
対
象
世
帯
１

世
帯
あ
た
り
１
万
円
を
支
給

す
る
た
め
、
４
５
０
万
円
の

増
額
補
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
冬
季
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
事
業
】

　
子
育
て
世
帯
へ
、
高
校
生

ま
で
の
児
童
１
人
あ
た
り
２

万
円
の
支
給
を
す
る
た
め
、

７
５
０
万
円
の
増
額
補
正
を

可
決
し
ま
し
た
。

【
公
営
住
宅
団
地
内
道
路

実
施
設
計
業
務
委
託
】

　
あ
か
し
や
団
地
の
用
地
内

で
東
側
の
住
宅
と
民
地
と
の

間
に
16
線
道
路
か
ら
南
６
丁

目
通
り
ま
で
の
延
長
約
１
７

５
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
約
８
メ

ー
ト
ル
の
実
施
設
計
業
務
の

た
め
、
５
５
０
万
円
の
増
額

補
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金

問 

交
付
金
残
金
１
４
５
８ 

万
円
の
使
い
道
は
。

答 

農
業
者
の
肥
料
や
燃
料

高
騰
対
策
に
交
付
金
を
使

え
る
よ
う
に
考
え
る
。

問 

ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
、こ

の
交
付
金
は
使
え
る
の
か
。

答 

コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
対

策
が
見
込
め
る
理
由
付
け

が
出
来
れ
ば
可
能
。

問 

来
年
度
、
国
か
ら
交
付

金
が
出
る
予
定
は
。

答 

国
の
方
針
が
決
定
さ
れ

て
か
ら
額
が
決
ま
る
の

で
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

　
　
今
年
の
９
月
に
国
の
予

備
費
か
ら
２
３
０
０
万
円

が
入
っ
て
き
た
。

公
営
住
宅
団
地
内
道
路
実

施
設
計
業
務
委
託

問 

最
後
に
町
道
を
作
っ
た

の
は
。

　　

総
合
計
画
に
こ
の
事
業

は
載
っ
て
な
い
が
。

答 

平
成
29
年
度
に
行
っ
た

日
ノ
出
５
番
地
の
国
道
連

絡
道
路
が
最
後
。

　
　
交
付
金
に
応
じ
て
、
説

明
し
な
が
ら
総
合
計
画
に

入
れ
て
い
く
。

～あなたの声をお聞かせください～
　議会広報委員会では、議会を傍聴した感想や議会だよりワットサム
についてのご意見などを募集しています。
　傍聴受付の横に設置している用紙に、ご記入いただきますようご協
力をお願いいたします。

あかしや団地
運
動
公
園
道
路

今回整備予定箇所

16線道路

南6丁目通り

2
号
道
路

▲かたくり自治会「あかしや団地」内道路整備
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一般質問

一
般
質
問

町政を

問う。
和寒町では１人につき60分の制限時間が設けられ、
質問の回数は無制限で行われます。

一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、
執行機関（町長・教育長）に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。
※紙面の都合上、概略のみ掲載しています。

質問議員 質　　問　　事　　項 ページ数

小野田久美子 議員
①安全安心な教育環境への対応は

②子育て世帯に配慮した支援対策は
７ページ

池澤哲也　議員
①持続可能な農業政策は

②防災対策の現状と課題は
８ページ

村岡敏一　議員 ①森林資源管理と活用は ９ページ

酒向　勤　議員
①本町人ロ減の要因は

②妊産婦や子育て世代への支援策は
10ページ
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一般質問一般質問

安
全
安
心
な
教
育
環
境
へ
の

対
応
は

①
冷
房
設
置
の
判
断
は
。

②
危
険
な
通
学
路
で
あ
る
、
国
道

40
号
線
日
の
出
の
歩
道
と
横
断
歩

道
設
置
に
関
し
て
、
そ
の
後
の
経

過
は
。

③
小
中
学
校
の
遊
具
、
設
備
の
点

検
は
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る

の
か
。

④
中
学
校
の
修
学
旅
行
受
け
入
れ

先
を
、
安
全
性
を
考
え
て
国
内
に

変
更
し
て
は
。

沓
澤
教
育
長

①
今
年
は
、
夏
期
休
業
期
間
を
25

日
間
か
ら
30
日
間
に
延
長
し
た
。

　

温
暖
化
に
よ
る
気
候
の
変
動
に

は
、
今
後
と
も
留
意
す
る
必
要
が

あ
り
、
道
教
育
庁
で
も
、
学
校
へ

の
冷
房
設
置
は
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
動
向
も
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

②
町
で
は
、
国
道
に
注
意
喚
起
を

促
す
標
識
を
設
置
し
、
開
発
局
士

別
道
路
事
務
所
で
も
、
国
道
の
両

側
に
同
様
の
標
識
を
設
置
し
た
。

　

士
別
道
路
事
務
所
で
は
、
歩
道

設
置
に
つ
い
て
予
算
付
け
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
町
と
し
て
も
早
期

改
善
に
向
け
て
働
き
か
け
る
。

③
本
町
の
小
中
学
校
で
は
、
安
全

教
育
の
指
導
計
画
に
基
づ
き
、
き

め
細
や
か
な
指
導
や
安
全
点
検
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

次
年
度
、
小
学
校
の
遊
具
を
改

修
し
て
10
年
が
経
過
す
る
の
で
、

独
自
に
専
門
業
者
に
よ
る
安
全
点

検
を
計
画
し
て
い
る
。

④
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
な
ど
に
よ
り
、
台
湾
へ
の
渡

航
は
極
め
て
難
し
い
の
で
、
実
施

を
見
合
わ
せ
て
い
る

台
湾
入
国
後
３
日
間
の
隔
離
が

あ
る
の
で
、
感
染
拡
大
が
収
ま
り

制
限
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た

国
際
問
題
も
あ
り
、
当
面
は
修
学

旅
行
先
と
し
て
難
し
い
と
判
断
し

て
い
る
。

　

次
年
度
も
修
学
旅
行
先
を
道
南

方
面
で
行
う
こ
と
を
保
護
者
へ
お

知
ら
せ
し
た
。

子
育
て
世
帯
に
配
慮
し
た
支

援
対
策
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円
安
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
な
ど
が
値
上

が
り
し
、
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

国
と
道
の
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
事
業
で
、
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
子

ど
も
に
も
、
町
単
独
で
給
付
金
支

給
を
実
施
し
て
は
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

防
止
や
衛
生
面
の
問
題
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
、
保
育
所

で
使
用
済
み
お
む
つ
を
処
分
し
て

は
。奥

山
町
長

町
で
は
、
保
育
料
無
償
化
や
高

校
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
、
全
町
民
対
象
の
お
買
い
物
ク

ー
ポ
ン
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
応
援

券
発
行
な
ど
の
生
活
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
、
国
の
事
業
に

係
る
対
象
者
の
拡
充
に
つ
い
て
見

送
っ
た
。

保
育
所
で
は
、
保
護
者
の
理
解

の
上
、
使
用
済
み
お
む
つ
を
各
家

庭
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
大
量
の
使
用
済
み
お
む
つ
の

保
管
場
所
を
保
育
所
内
に
確
保
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、

保
護
者
に
児
童
の
排
泄
状
況
や
使

用
し
た
お
む
つ
の
量
を
把
握
し
、

健
康
状
態
も
確
認
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

予
定
し
て
い
る
一
般
ご
み
の
有

料
化
で
、
新
生
児
か
ら
３
歳
ま
で

を
対
象
に
、
毎
月
20
リ
ッ
ト
ル
の

袋
５
枚
を
対
象
児
童
の
い
る
世
帯

に
配
布
す
る
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

▲和寒小学校にある遊具

問 子育て世帯に配慮した支援対策は
答 国の事業に係る対象者の拡充は見送る

問 安全安心な教育環境への対応は
答 冷房設置は動向も見ながら検討

小
野
田
久
美
子
議
員
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一般質問

持
続
可
能
な
農
業
政
策
は

①
飼
料
・
肥
料
含
む
農
業
資
材
及

び
燃
油
価
格
高
騰
に
よ
る
、
本
町

に
お
け
る
農
業
者
経
営
へ
の
影
響

が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

ま
た
、
今
回
提
案
す
る
補
正
予

算
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
対
策
内
容
は
。

②
現
状
と
将
来
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
農
業
政
策
は
。

奥
山
町
長

①
町
内
農
業
経
営
に
お
け
る
影
響

と
し
て
、
購
入
実
績
な
ど
を
用
い

た
影
響
額
は
肥
料
で
は
昨
年
６

月
か
ら
５
月
ま
で
の
１
年
間
で
、

１
億
９
８
３
９
万
円
、
配
合
飼
料

は
１
７
２
８
万
円
、
免
税
軽
油
は

９
９
２
万
円
と
な
り
、
合
わ
せ
る

と
２
億
２
６
０
０
万
円
と
試
算
し

た
。ま

た
、
今
回
の
補
正
予
算
に
係

る
対
策
は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
、
農
業
者
、
中
小
企
業
者
、
個

人
事
業
主
な
ど
を
対
象
に
、
昨
年

11
月
以
降
に
購
入
し
た
燃
料
、
原

材
料
、
資
材
等
の
単
価
が
令
和
２

年
11
月
か
ら
令
和
３
年
10
月
ま
で

の
い
ず
れ
か
の
月
に
購
入
し
た
単

価
よ
り
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
交

付
要
件
と
し
て
、
１
事
業
者
あ
た

り
一
律
10
万
円
の
支
援
金
を
交
付

す
る
も
の
。

②
本
町
は
、
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
、

化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
の
原

則
５
割
低
減
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
地
域
で
あ
り
、
今
後
も
肥

料
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
関
係
者

と
継
続
し
た
連
携
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
併
せ
て
土
壌
診
断
に
よ
る

適
正
施
肥
の
取
組
も
重
要
と
な
る

た
め
、
農
業
者
に
は
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
土
壌
診
断
を
よ
り
有
効
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
と
し
て
は
国
が
進
め
る
、
み

ど
り
戦
略
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
持
続
可
能

な
農
業
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
関
係

機
関
と
連
携
し
て
進
め
る
。

○
再
質
問

肥
料
、
飼
料
の
高
騰
は
個
人
の

農
業
経
営
を
大
き
く
圧
迫
し
て
お

り
、
国
の
肥
料
高
騰
対
策
や
一
律

10
万
円
の
支
援
金
だ
け
で
な
く
、

更
な
る
追
加
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。

奥
山
町
長

国
の
動
き
も
あ
る
が
、
町
と
し

て
も
別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

情
報
収
集
し
な
が
ら
関
係
機
関

と
連
携
し
て
対
応
策
を
検
討
す

る
。防

災
対
策
の
現
状
と
課
題
は

①
防
災
対
策
の
現
状
と
課
題
は
。

②
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
と

個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
求
め
ら

れ
、
今
回
条
例
制
定
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
本
町
で
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
要
支
援
者
名
簿
の
活

用
及
び
要
支
援
者
の
避
難
体
制
の

整
備
は
。

奥
山
町
長

①
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
や
国

の
防
災
基
本
計
画
の
改
正
な
ど
を

受
け
、
和
寒
町
地
域
防
災
計
画
を

本
年
３
月
に
改
正
し
た
。

近
年
、
本
町
に
お
い
て
大
き
な

災
害
の
発
生
は
な
い
が
、
若
手
職

員
な
ど
は
災
害
対
応
の
経
験
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
７
月
に
防
災
の

基
本
や
災
害
時
の
必
要
な
行
動
な

ど
の
座
学
を
実
施
。

９
月
に
は
、
町
内
の
災
害
が
起

き
や
す
い
箇
所
の
現
地
視
察
な
ど

実
地
研
修
に
取
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
自
治
会
の
防
災
担
当
者

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
、

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
定
期
的
な
意
見
交
換
の

場
を
設
け
な
が
ら
、
防
災
対
策
の

推
進
に
努
め
る
。

②
要
支
援
者
名
簿
の
活
用
と
避
難

体
制
の
整
備
は
、
自
治
会
や
民
生

委
員
、
消
防
機
関
や
警
察
な
ど
支

援
関
係
者
と
の
情
報
共
有
を
図

り
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
や
実

践
な
ど
、
災
害
時
の
円
滑
か
つ
迅

速
な
避
難
支
援
に
結
び
つ
く
よ
う

地
域
全
体
で
取
組
む
。

池
澤
哲
也
議
員問 防災対策の現状と課題は

答 地域全体で避難支援の整備に取組む

問 持続可能な農業政策は
答 肥料・飼料の高騰は町も対応策を検討
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一般質問一般質問
村
岡
敏
一
議
員

問 森林資源管理と活用は

答  森林環境譲与税と資源の有効活用に 
努める

森
林
資
源
管
理
と
活
用
は

本
年
、
第
１
回
定
例
会
で
町
長

は
、
和
寒
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
を
表
明
し
た
。

本
町
の
全
面
積
の
内
、
65
％
を

占
め
て
い
る
森
林
面
積
は
、
二
酸

化
炭
素
吸
収
資
源
と
し
て
大
き
な

役
割
を
今
日
ま
で
果
た
し
て
い

る
。あ

ら
ゆ
る
資
源
が
国
産
化
へ
と

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
中
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
脱
炭
素
資
源
と
し
て

の
森
林
整
備
に
対
し
、
森
林
環
境

譲
与
税
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

奥
山
町
長

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と

い
っ
た
公
益
的
機
能
に
加
え
て
国

土
や
水
源
の
保
全
な
ど
、
適
切
な

管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方

で
、
所
有
者
や
境
界
が
わ
か
ら
な

い
森
林
の
増
加
や
担
い
手
不
足
が

大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
31
年
３
月
に

「
森
林
環
境
譲
与
税
」
が
創
設
さ

れ
、経
費
の
財
源
充
当
の
た
め「
森

林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
」
を
制

定
し
た
。

当
税
の
目
的
に
沿
い
な
が
ら
、

下
刈
・
殺
鼠
剤
・
根
踏
み
・
間
伐

の
森
林
環
境
整
備
事
業
等
に
活
用

し
て
い
る
。

森
林
施
業
推
進
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
の
実
現
を
図
る
上
で
も
重
要
と

位
置
付
け
、
森
林
環
境
譲
与
税
と

森
林
資
源
の
有
効
活
用
に
努
め

る
。

○
再
質
問

森
林
か
ら
伐
採
ま
で
の
経
費
負

担
が
所
有
者
に
は
大
き
い
た
め
、

適
切
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
。

森
林
所
有
者
の
整
備
意
欲
を
高

め
る
た
め
に
も
、
取
り
組
み
強
化

を
図
っ
て
は
。

産
業
振
興
課
長

既
存
の
事
業
と
し
て
、
除
間
伐

に
対
す
る
１
／
２
を
助
成
し
て
い

る
。上

限
価
格
は
、
各
事
業
体
と
相

談
し
な
が
ら
設
定
し
て
い
る
。

○
再
質
問

６
月
に
見
送
ら
れ
た
夫
婦
岩
連

絡
道
路
整
備
工
事
は
、
一
部
環
境

譲
与
税
を
充
当
し
て
い
た
が
、
そ

も
そ
も
適
切
だ
っ
た
の
か
。

産
業
振
興
課
長

森
林
整
備
以
外
に
も
木
育
、
森

林
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
森

林
に
役
立
つ
活
動
も
対
象
と
な
る

た
め
適
切
と
考
え
る
。

○
再
質
問

次
年
度
も
こ
の
整
備
工
事
は
森

林
環
境
税
で
活
用
し
提
案
さ
れ
る

の
か
。

奥
山
町
長

夫
婦
岩
に
限
ら
ず
、
塩
狩
周
辺

整
備
全
体
と
し
て
検
討
委
員
会
で

議
論
い
た
だ
き
、
後
の
方
向
性
を

詰
め
て
い
き
た
い
。

○
再
質
問

　

本
町
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
製
造

施
設
の
動
向
と
し
て
、
熱
源
供
給

施
設
の
拡
大
は
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
を
し
て
い
る
の
で
、
再
度
検

討
し
直
す
考
え
は
。

奥
山
町
長

以
前
調
査
の
中
で
小
型
ボ
イ
ラ

ー
の
導
入
を
検
討
し
た
が
、
コ
ス

ト
的
な
部
分
で
当
面
見
送
る
と
い

う
話
を
し
た
。

今
後
、
ゼ
ロ
で
は
な
く
、
将
来

を
見
据
え
た
中
で
、
検
討
の
余
地

は
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

▲植樹祭のようす

▲夫婦岩を目指して道を進むフットパスの参加者
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一般質問

問 妊産婦や子育て世代への支援策は
答 充実していることを上手にＰＲしていく

問 本町人口減の要因は
答 転出による社会減の影響が多い

高
齢
者
の
転
出
も
増
え
て
い

る
こ
と
が
そ
の
要
因
に

　

国
が
８
月
に
発
表
し
た
人
口
動

態
調
査
に
よ
る
と
、
本
町
は
自
然

減
77
人
、
社
会
減
で
は
外
国
人
を

含
む
48
人
が
減
少
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
転
出
者
は
１
３
０

人
だ
っ
た
が
、
そ
の
要
因
は
。

奥
山
町
長

　

上
川
管
内
の
旭
川
市
に
隣
接
し

て
い
る
自
治
体
で
は
、
社
会
減
の

幅
が
小
さ
く
、
一
部
の
自
治
体
で

社
会
増
と
な
っ
て
い
る
実
態
が
あ

り
、
旭
川
市
が
地
方
都
市
と
し
て

人
口
ダ
ム
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

　

本
町
の
人
口
減
少
対
策
は
、「
和

寒
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
で
将
来
展
望
を
掲

げ
、
現
在
２
期
目
を
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

令
和
６
年
度
の
目
標
３
１
０
０

人
に
対
し
て
、
本
年
８
月
時
点
で

３
０
４
１
人
ま
で
減
少
し
た
。

　

全
国
の
町
村
に
あ
っ
て
は
約
88

％
の
自
治
体
で
減
少
し
て
い
る

中
、
こ
の
流
れ
を
一
気
に
、
く
い

止
め
る
事
は
極
め
て
難
し
い
状
況

に
あ
る
。

○
再
質
問

　

病
院
が
診
療
所
化
し
た
か
ら
転

出
し
た
、
と
言
う
急
激
な
変
化
が

落
ち
着
き
、
「
さ
あ
こ
れ
か
ら
ど

う
し
よ
う
」
と
考
え
た
時
、
健
康

な
う
ち
に
離
町
さ
れ
る
方
が
見
受

け
ら
れ
る
。

　

長
く
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み

続
け
た
い
町
、
と
町
長
の
言
う
所

か
ら
外
れ
て
い
る
の
で
は
。

奥
山
町
長

　

住
み
続
け
た
い
、
住
み
続
け
て

良
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
行
政
の

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

サ
ロ
ン
な
ど
、
行
政
と
住
民
の

間
に
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要

か
議
論
し
て
き
た
が
、
本
町
の
課

題
で
あ
る
特
養
「
芳
生
苑
」
の
建

て
替
え
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆

剤
に
す
る
な
ど
、
町
民
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
形
に
し
て
、
人
の
つ

な
が
り
が
で
き
る
場
所
を
考
え
合

わ
せ
て
行
く
タ
イ
ミ
ン
グ
に
来
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

妊
産
婦
や
子
育
て
世
代
が
住

み
よ
い
ま
ち
は

　

上
川
管
内
で
、
唯
一
東
川
町
の

人
口
が
増
え
て
お
り
、
妊
産
婦
や

子
育
世
代
へ
の
支
援
が
細
や
か
に

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
の
状

況
は
。

奥
山
町
長

　

総
合
戦
略
に
お
い
て
、
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
環
境
を
作
る
事
を
基
本
目
標
に

掲
げ
て
い
る
。

　

検
診
な
ど
の
他
、
令
和
２
年
か

ら
保
健
師
と
、
こ
ど
も
館
の
職
員

が
連
携
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提

供
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
校
生
ま
で
医
療
費
の

無
償
化
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　

自
治
体
の
事
情
に
も
よ
る
が
、

本
町
は
か
な
り
や
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
良
い
環
境
を
作
っ
て
い

き
た
い
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
優
し
い

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
ひ
と
段
落

し
た
よ
う
だ
が
、
一
歩
進
め
る
雇

用
の
創
出
も
必
要
で
は
。

奥
山
町
長

　

障
が
い
者
で
も
町
内
で
集
え
た

り
、
就
労
出
来
た
り
す
る
の
が
望

ま
し
い
。

　

毎
年
、
他
町
の
施
設
を
訪
問

し
、
障
が
い
者
が
地
域
で
生
活
し

た
り
、
就
労
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人

員
が
足
ら
ず
に
困
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

芳
生
苑
の
建
て
替
え
で
は
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
で
も

集
え
る
環
境
を
作
る
事
を
考
え
て

い
る
。

　

和
寒
町
の
魅
力
を
最
大
限
に
出

せ
る
よ
う
な
建
物
、
エ
リ
ア
を
柔

軟
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。

　　

他
に
も
塩
狩
峠
記
念
館
や
子
ど

も
の
国
の
障
が
い
者
割
引
を
求
め

ま
し
た
。

酒
向
　
勤
議
員

▲塩狩峠記念館のチケット
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第102号から第105号までの1年間の議会だよりに掲載された一般質問が、

町政にどう反映されているのか、その後どうなったか追跡しました。

思ったことを
伝えられるように

　今年、防災の備蓄品として長期保管ので

きる生理用品を発注済み。保健室での養護

の先生による生理に関する指導は、小学生

１名、中学生７～８名。

町民・対象者への
周知や理解を

　個別避難計画の作成と避難行動要支援者

名簿には既存の要支援者に加え、乳幼児・

妊婦・慢性疾患のある人等も追加された計

画の作成、対象者の理解と名簿の作成、関

係者への提供に関する必要な事項を定めた

条例の制定を９月の議会定例会で可決した。

衛生 下條　美恵　議員

2021年11月発行

ワットサム第105号に掲載 

問 公共施設に生理用品設置を

　コロナ禍で経済的に困窮する女性を支援す

るため、生理用品の無償配布や公共施設のト

イレに生理用品を設置しては。学校トイレの

個室に生理用品を設置しては。

答  防災備品として保有

　防災の備蓄品として保有することを検討す

る。生理の事を口に出せない、保健室まで取

りに行けないなど困っている児童生徒への配

慮も必要と考えている。

衛生 中原 浩一　議員

2021年8月発行

ワットサム第104号に掲載

問 災害対策基本法等の一部改正での対応は

　令和２年５月20日施行の災害対策基本法の

一部改正で、災害時の移動に支援が必要な方

の個別避難計画書作成、避難行動要支援者名

簿の作成が必要では。

答  防災無線で周知、名簿の情報共有を検討

　地域防災計画の定める避難行動要支援者名

簿の作成が努力義務になったことから、情報

共有のあり方を整理し、どう活用するか検討。

追跡！

追跡！

追跡！あの一般質問
どうなった？
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追跡！あの一般質問
どうなった？

自治会と相談後、
砂場を撤去

医療費拡充・
通学費は変更なし

　今年６月、第２回定例会の政策予算、わ

っさむ健やかこども医療費助成で、「中学生

まで」を「高校生まで」に拡充した。

　高校生の通学費補助は、今年も変更なく

実施した。

経営継続緊急
支援事業を実施

　コロナ対策として町民の消費拡大を図る

ため「お買い物クーポン発行事業」やプレ

ミアム率40％の「和寒元気！プレミアム応

援券発行事業」を実施するとともに、中小

企業や個人事業主に対する「経営継続緊急

支援事業」によって支援した。

建設 小野田久美子　議員

2021年5月発行

ワットサム第103号に掲載

問 市街地にある公園の維持管理は

　市街地にもキツネがいて、子どもがエキノ

コックスに感染する危険もある。砂場の衛生

管理ができてないのでは。

答  自治会と打合せをする

　自治会と打ち合わせをし、汚染対策などの

意見を参考にして、最終的には使用不可も視

野に入れながら検討する必要があると思う。

福祉 窪田　裕二　議員

2021年5月発行

ワットサム第103号に掲載

問 高校生の医療費負担は

　行政報告で、高校生の医療費負担の話があ

ったが、どのような考えか。

答  見直す必要がある

　今後の財政を考えると見直す必要がある。

高校生の医療費負担の話は、通学補助を削っ

て充てるなどの考えもある。

商工 酒向　勤　議員

2021年5月発行

ワットサム第103号に掲載

問 商店街の振興は

　コロナ対策として本町でも、つなぎ融資制

度の創設、飲食店や宿泊事業者への緊急支援

を実施したが今後は。

答  商店街に呼び込む環境を

　町内経済の環境が依然として厳しい状況に

あるので、今後も、国や北海道の動向を注視

しながら支援に努めたい。

追跡！

追跡！

追跡！

▲砂場を撤去した中央公園
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被害支援利子補給を実施

　令和３年11月29日に北ひびき農協より１

市２町に要請書の提出があり、令和３年度

高温干ばつ等被害支援利子補給事業を実施

した。

 新規就農者の
受入れ態勢を

　定住促進対策の一環として実施してきた

農村生活体験事業の実施を見送り、地域お

こし協力隊を活用した、「新規就農者育成・

確保事業」を実施して、新規就農者の受入

体制を整備する。

農林 石田 利美　議員

2021年11月発行

ワットサム第105号に掲載

問 干ばつの農業支援は

　令和３年は、記録的な干ばつで農作物全般

に影響があった。肥料・種子代などの補助を

検討し実施すべきではないか。

答  収穫量・市場単価を注視し検討

　町としては、今後の収穫量や市場単価等の

動向を注視して必要な対策を検討していく。

まちづくり 池澤 哲也　議員

2021年 8月発行

ワットサム第104号に掲載

問 人口減少の歯止め対策は

　若者や若い夫婦の新規就農や移住定住対策

の強化を図っていくべきでは。

答  新規就農者を呼び込める環境作りを検討

　新規就農の対策は必要と考えている。活性

化センターの活用や後継者、新規就農者を呼

び込める環境作りを検討したい。

追跡！

追跡！
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議会動画
　町民に開かれた議会を目指し、議会からの情報発信、

情報公開等を積極的に行うため、一般質問の動画を配信

しています。

　和寒町議会ホームページから閲覧することができます。

▼
https://www.town.wassamu.hokkaido.jp/
お問合せ：gikai@town.wassamu.lg.jp

閲覧統計
令和４年６月定例会

一般質問� ３ 人

総再生回数� 141 回

総再生時間� 14.7 時間

追跡！あの一般質問
どうなった？

 特産品も観光資源に

　各種観光施設やイベントのみならず、本

町の特産品の南瓜やキャベツなども食とし

ての観光資源と位置付けながら、関係機関

で構成するフードツーリズム推進協議会に

おいて各種物産展の実施や、特産品での商

品開発など企業連携によって、本町のPRを

実施していく。

 総合的支援を継続検討

　検証結果として、町内調理事業者の負担増

や原材料価格の高騰による単価の増加、配

達人員の確保などの課題が浮き彫りになっ

た。

観光 村岡 敏一　議員

2021年11月

ワットサム第105号に掲載

問 観光資源の位置づけは

　和寒町の観光資源をどのように位置付けて

いくのか。

答  各自治体の協力も

　和寒以北の玄関口として位置付け、JRを使

っていただく事も考慮しながら上川北部に人

流の導線が必要と考える。

福祉 谷口 勝弘　議員

2021年11月

ワットサム第105号に掲載

問 住み続けられるまちの形は

　高齢になっても住み続けられる町の形をい

かに作っていくのか。

答  食事支援から試みる

　令和３年度から高齢者向けの食事宅配モデ

ル事業に取り組んだ。令和３年度４月から開

始し、令和４年２月で終了した。

追跡！

追跡！
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令和３年度決算審査Ｑ＆Ａ

議 会 費 1万2165円 0.75%
総 務 費 30万8916円 19.08%
民 生 費 24万7437円 15.28%
衛 生 費 15万0219円 9.28%
農 林 業 費 15万0968円 9.32%
商 工 費 2万6157円 1.62%
土 木 費 21万3455円 13.18%
消 防 費 4万9692円 3.07%
教 育 費 9万9349円 6.14%
災害復旧費 6579円 0.41%
公 債 費 15万8241円 9.77%
諸 支 出 金 0円 0.00%
給 与 費 19万5965円 12.10%

令和３年度各会計決算状況
※1万円未満切り捨て表記

会 計 別 予算額 収入額 支出額 差引残額

一 般 会 計 53億2510万円 51億6161万円 49億6429万円 1億9731万円

国民健康保
険特別会計

保 険 事 業 勘 定 5億3996万円 5億759万円 4億9881万円 878万円

診 療 施 設 勘 定 2億4108万円 2億4595万円 2億3410万円 1184万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1億6774万円 1億6734万円 1億6407万円 326万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2億2615万円 1億865万円 1億582万円 283万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 6744万円 6735万円 6718万円 17万円

介護保険
特別会計

保 険 事 業 勘 定 5億7695万円 5億9994万円 5億4831万円 5162万円

介護サービス事業勘定 1億3650万円 1億3676万円 1億3611万円 65万円

合　　　　計 72億8094万円 69億9522万円 67億1872万円 2億7649万円

議会費
総務費

9.47 億円

民生費
7.59 億円

衛生費
4.61 億円

農林業費
4.63 億円

商工費
0.80 億円

土木費
6.54 億円

消防費
1.52 億円

教育費
3.05 億円

0.20 億円

4.85 億円

給与費
6.01 億円

公債費
(返済金)

災害復旧費

0.37 億円

歳出
49.64億円

令和３年度の一般会計、５特別会計の決算は、

令和４年10月11日～ 12日の２日間にわたり、議

長と議会選出監査委員を除く７名で構成された

決算審査特別委員会（酒向委員長・谷口副委員長）

で慎重に審議されました。

町民の生活に直接関係する事業の決算だけに、

委員各位から活発な質疑があり、会計ごとに討

論を行い、採決の結果、各会計とも賛成多数で

認定すべきものと決定しました。

魅力あるまちづくりを

　一 般 会 計 町民１人あたり 約161万円

令和３年度

決算認定
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に
れ
っ
こ
健
診

Ｑ 
過
去
５
年
間
の
実
績
で

分
か
っ
た
こ
と
は
。

Ａ 

脂
質
が
異
常
値
と
し
て

出
て
い
る
。

　
　

ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
の

飲
食
の
仕
方
で
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

が
高
い
た
め
と
思
わ
れ

る
。

　
　

保
護
者
の
食
生
活
が
、

子
ど
も
に
影
響
し
て
い
る

の
で
、
声
掛
け
を
し
て
い

く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

Ｑ 

交
付
人
数
と
交
付
率
を

上
げ
る
取
り
組
み
は
。

Ａ 

令
和
３
年
は
１
１
６
７

枚
で
交
付
率
37
％
。

　
　

令

和

４

年

９

月

は

１
３
９
１
人
で
44
％
。

　
　

広
報
誌
、
防
災
無
線
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
ゴ
ミ
分

別
の
説
明
会
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
る
。

職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

Ｑ 

女
性
の
課
長
が
い
な
い

が
、
男
女
の
比
率
を
考
え

て
対
策
を
し
て
は
。

Ａ 

女
性
職
員
の
育
て
方
を

意
識
し
て
、
適
材
適
所
で

対
応
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

障
が
い
者
地
域
生
活
支
援

Ｑ 

今
後
、
地
域
共
生
型
施

設
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
く
の
か
。

Ａ 

障
が
い
者
の
受
け
入
れ

は
剣
淵
町
や
士
別
市
で
対

応
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
　

こ
の
町
に
出
来
て
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
施
設
を
作
っ
て
い
き
た

い
。

不
法
投
棄
ご
み

Ｑ 

令
和
３
年
度
、
不
法
投

棄
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ 

大
き
な
ご
み
は
無
か
っ

た
が
、
生
活
ご
み
が
３
件

あ
っ
た
。

　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
他
、
の

ぼ
り
の
掲
揚
を
し
て
注
意

喚
起
し
て
い
る
。

稲
わ
ら
の
焼
却

Ｑ 

町
に
稲
わ
ら
の
焼
却
に

つ
い
て
、
苦
情
は
入
っ
て

い
る
か
。

Ａ 

焼
却
し
て
い
な
い
農
業

者
か
ら
苦
情
は
来
て
い

る
。

　
　

風
向
き
に
よ
っ
て
は
、

煙
が
芳
生
苑
に
も
入
っ
て

く
る
。

Ｑ 

肥
料
が
高
騰
し
て
い
る

た
め
、
町
で
稲
わ
ら
や
生

ご
み
、
下
水
処
理
で
出
る

汚
泥
を
活
用
し
て
循
環
す

る
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

Ａ 

今
年
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
を
し
た
の

で
、
い
ろ
ん
な
形
で
考
え

て
い
き
た
い
。

道
路
愛
護
・
河
川
愛
護

草
刈
り

Ｑ 

昨
年
に
比
べ
て
、
道
路

愛
護
や
河
川
愛
護
で
草
刈

り
を
し
て
い
る
団
体
等
が

減
っ
て
い
る
が
、対
策
は
。

Ａ 

や
む
を
得
な
い
理
由
で

作
業
が
出
来
な
く
な
っ
た

団
体
等
と
相
談
し
、
町
で

管
理
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

Ｑ 

飼
料
高
騰
の
影
響
で
、

国
内
で
は
コ
ー
ン
栽
培
が

進
ん
で
お
り
、
熊
の
被
害

が
出
て
い
る
。

　
　

熊
が
民
家
の
横
を
通
る

こ
と
も
あ
り
、
人
命
に
関

わ
る
。

　
　

国
の
事
業
を
勉
強
し
な

が
ら
、
令
和
５
年
度
の
予

算
で
電
柵
の
補
助
を
し
て

は
。

Ａ 

様
々
な
課
題
を
念
頭
に

進
め
て
い
き
た
い
。

マ
ン
ホ
ー
ル
の
管
理

Ｑ 

マ
ン
ホ
ー
ル
の
フ
タ
の

耐
久
年
数
は
。

Ａ 

車
道
に
あ
る
フ
タ
は
15

年
、
そ
の
他
は
30
年
。

　
　

検
査
、
管
理
な
ど
適
切

に
実
施
し
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Ｑ 

協
力
隊
の
う
ち
１
名
が

来
年
任
期
を
終
了
す
る

が
、
そ
の
後
の
予
定
と
支

援
は
。

Ａ 

今
後
も
和
寒
町
に
住
ん

で
事
業
を
継
続
さ
れ
る
予

定
。

　
　

現
在
活
動
さ
れ
て
い
る

建
物
は
、
備
品
も
含
め
て

賃
貸
契
約
し
、
引
き
続
き

支
援
し
て
い
き
た
い
。

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

Ｑ 

ど
の
よ
う
に
農
業
者
と

提
携
し
て
い
る
の
か
。

Ａ 

商
工
会
、
Ｊ
Ａ
、
キ
ャ

観
光
の
広
告

Ｑ 
観
光
の
広
告
費
の
主
な

も
の
は
。

Ａ 

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
、
羽

田
空
港
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
川
地

区
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
。

　
　

羽
田
空
港
で
の
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
期
間
は
。

Ａ 

１
か
月
ぐ
ら
い
。

　
　

羽
田
空
港
の
社
長
が
来

町
さ
れ
た
。

　
　

人
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
い
。

Ｑ

に
れ
っ
こ
健
診
で
脂
質
異
常

学
校
の
冷
房
設
置
は
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学
校
の
エ
ア
コ
ン
・
夏
休
み

Ｑ 
道
内
、
他
の
地
域
の
学

校
で
も
エ
ア
コ
ン
の
設
置

が
増
え
て
い
る
が
、
本
町

の
学
校
に
は
。

Ａ 

今
年
度
に
入
っ
て
設
置

率
が
増
え
て
い
る
。

　
　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ 

保
護
者
か
ら
夏
休
み
の

終
わ
り
を
お
盆
少
し
過
ぎ

て
か
ら
に
し
て
は
、
と
い

う
要
望
が
あ
る
が
、
検
討

は
。

Ａ 

今
年
の
反
省
を
活
か
し

て
、
来
年
に
向
け
て
意
見

交
換
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｑ 

学
校
で
生
徒
が
使
用
し

て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
破

損
が
あ
っ
た
か
。

　
　

ま
た
、
今
後
対
応
は
。

Ａ 

小
中
学
校
合
わ
せ
て
４

台
の
破
損
が
あ
り
、
代
替

え
機
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　

い
ず
れ
も
故
意
に
壊
し

た
こ
と
で
は
な
い
の
で
、

町
が
負
担
し
て
い
る
。

　
　

今
後
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
貸
出
の
申
請
書
の
文
言

の
整
理
を
し
て
い
く
。

マ
ン
ホ
ー
ル
の
管
理

Ｑ 

マ
ン
ホ
ー
ル
の
フ
タ
の

耐
久
年
数
は
。

Ａ 

車
道
に
あ
る
フ
タ
は
15

年
、
そ
の
他
は
30
年
。

　
　

検
査
、
管
理
な
ど
適
切

に
実
施
し
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Ｑ 

協
力
隊
の
う
ち
１
名
が

来
年
任
期
を
終
了
す
る

が
、
そ
の
後
の
予
定
と
支

援
は
。

Ａ 

今
後
も
和
寒
町
に
住
ん

で
事
業
を
継
続
さ
れ
る
予

定
。

　
　

現
在
活
動
さ
れ
て
い
る

建
物
は
、
備
品
も
含
め
て

賃
貸
契
約
し
、
引
き
続
き

支
援
し
て
い
き
た
い
。

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

Ｑ 

ど
の
よ
う
に
農
業
者
と

提
携
し
て
い
る
の
か
。

Ａ 

商
工
会
、
Ｊ
Ａ
、
キ
ャ

ベ
ツ
部
会
、
カ
ボ
チ
ャ
部

会
な
ど
と
連
携
し
て
い

る
。

　
　

東
京
の
百
貨
店
「
高
島

屋
」
で
は
、
和
寒
町
産
の

か
ぼ
ち
ゃ
が
１
玉
７
５
０

円
で
売
れ
て
い
た
。

観
光
案
内
所

Ｑ 

案
内
所
の
場
所
が
分
か

り
ず
ら
い
た
め
、
何
か
考

え
は
。

Ａ 

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

塩
狩
駅

Ｑ 

観
光
目
的
と
し
て
存
続

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

Ａ 

多
く
の
方
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
き
た

い
。

観
光
の
広
告

Ｑ 

観
光
の
広
告
費
の
主
な

も
の
は
。

Ａ 

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
、
羽

田
空
港
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
川
地

区
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
。

　
　

羽
田
空
港
で
の
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
期
間
は
。

Ａ 

１
か
月
ぐ
ら
い
。

　
　

羽
田
空
港
の
社
長
が
来

町
さ
れ
た
。

　
　

人
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
い
。

Ｑ

学
校
の
冷
房
設
置
は

▲羽田空港に掲示されたポスター
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下
條
美
恵
議
員

�

ご
逝
去

本
町
初
の
女
性
町
議

会
議
員
で
、
平
成
23
年

４
月
に
初
当
選
し
、
３

期
11
年
５
ヶ
月
に
渡
り

ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
５
月
か
ら
総
務

福
祉
常
任
委
員
長
と
し

て
、
再
発
し
た
が
ん
の

治
療
を
受
け
な
が
ら
も

職
責
を
果
た
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

今
年
８
月
入
院
時
、

復
帰
し
任
期
を
全
う
し

た
い
と
強
く
希
望
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
８
月

28
日
に
60
歳
で
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

総
務
福
祉
常
任
委
員
会

委 

員 

長
　
酒
　
向
　
　
　
勤

副
委
員
長
　
小
野
田
　
久
美
子

委
　
　
員
　
中
　
原
　
浩
　
一

委
　
　
員
　
石
　
田
　
利
　
美

委
　
　
員
　
村
　
岡
　
敏
　
一

産
業
教
育
常
任
委
員
会

委 

員 

長
　
谷
　
口
　
勝
　
弘

副
委
員
長
　
窪
　
田
　
裕
　
二

委
　
　
員
　
中
　
原
　
浩
　
一

委
　
　
員
　
酒
　
向
　
　
　
勤

委
　
　
員
　
池
　
澤
　
哲
　
也

議

会

運

営

委

員

会

委 

員 

長
　
石
　
田
　
利
　
美

副
委
員
長
　
窪
　
田
　
裕
　
二

委
　
　
員

　
中

　
原

　
浩

　
一

委    

員
　
酒

　
向

　
　
　
勤

委
　
　
員

　
谷

　
口

　
勝

　
弘

議

会

広

報

委

員

会

委 

員 

長
　
小
野
田

　
久
美
子

副
委
員
長

　
谷

　
口

　
勝

　
弘

委
　
　
員
　
窪
　
田
　
裕
　
二

委
　
　
員
　
村
　
岡
　
敏
　
一

委
　
　
員
　
池
　
澤
　
哲
　
也

議

会

選

出

監

査

委

員

 

窪
　
田
　
裕
　
二

委員会構成が変わりました
下條美恵議員ご逝去に伴い、委員会構成を変更しました。

議員定数は10に対して、欠員１となります。

医
療
及
び
福
祉
施
設
等
調
査

特
別
委
員
会
主
催
の
「
地
域
福

祉
を
考
え
る
研
修
会
」
を
９
月

12
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、町
議
会
議
員
、

奥
山
町
長
や
町
担
当
職
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
瓜
会
長
と
理

事
、
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

７
月
７
日
に
町
議
会
議
員
が

視
察
し
た
際
、
社
会
福
祉
法
人

ゆ
う
ゆ
う
の
大
原
理
事
長
か
ら

地
域
の
課
題
の
整
理
・
施
設
を

支
え
合
う
仕
組
み
・
行
政
に
頼

ら
な
い
経
営
の
話
が
あ
り
、
感

銘
を
受
け
た
の
で
、
和
寒
町
の

将
来
あ
る
べ
き
福
祉
施
設
の
展

望
な
ど
に
つ
い
て
、
大
原
理
事

長
を
招
き
、
講
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

大
原
理
事
長
は
、
「
行
政
や

社
会
福
祉
協
議
会
だ
け
で
問
題

を
解
決
す
る
の
は
困
難
。
課
題

を
見
出
し
、
住
民
が
興
味
を
示

し
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
仕
組

み
の
構
築
が
必
要
。
」

「
単
に
高
齢
者
の
た
め
で
は

な
く
、
多
角
的
に
係
わ
り
、
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
よ
う
な

施
設
が
、
こ
れ
か
ら
の
あ
り

方
。」

「
福
祉
施
設
に
巨
額
費
用
を

掛
け
る
な
ら
、町
民
み
ん
な
が
、

こ
れ
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思

え
る
よ
う
な
施
設
で
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

町
議
会
と
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
福
祉
行
政
や
施
設
の
あ
り

方
、
異
業
種
と
の
混
在
に
よ
る

地
域
密
着
型
の
施
設
を
目
指

し
、
今
後
も
社
会
福
祉
法
人
ゆ

う
ゆ
う
の
大
原
理
事
長
か
ら
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

医
療
及
び
福
祉
施
設
等
調
査
特
別
委
員
会
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
講
演
会

７
月
26
日
、
幌
加
内
町
で

行
わ
れ
た
３
町
合
同
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
講
演
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

北
海
道
環
境
生
活
部
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
推
進
監
の
今
井
太

志
氏
に
よ
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
北
海
道
に
つ
い
て
」で
は
、

脱
炭
素
に
向
け
た
国
内
外
の

状
況
や
取
り
組
み
、
未
来
な

ど
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
ま

し
た
。

本
町
で
は
、
今
年
３
月
に

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
し
て
お
り
、
今
後
の
取
り

組
み
に
役
立
つ
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
作
物
生
育
状
況
調
査

８
月
31
日
、
町
内
三
和
と

菊
野
の
圃
場
で
、
上
川
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
士
別
支

所
に
よ
る
農
作
物
の
生
育
状

況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
各

農
作
物
の
生
育
は
、
概
ね
順

調
で
あ
る
と
の
事
で
す
。

３
町
議
員
研
修
会

10
月
６
日
、
剣
淵
町
で
、

幌
加
内
、
和
寒
町
３
町
の
議

会
議
員
研
修
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

事
務
局
次
長

　
永
井
輝
之
氏

に
よ
る
「
求
め
ら
れ
る
議
会
・

議
員
活
動
」
で
は
、
議
員
活

動
、
議
会
運
営
の
基
本
や
定

例
会
で
の
一
般
質
問
、
求
め

ら
れ
る
議
会
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

議 会
Topic

表
紙
の
説
明

「
和
寒
小
学
校

�

農
業
体
験
」

今
回
の
表
紙
は
、
９
月

26
日
に
行
わ
れ
た
、
和
寒

小
学
校
５
年
生
に
よ
る
稲

刈
り
体
験
の
様
子
で
す
。

中
和
地
区
、
西
川
直
哉

さ
ん
の
水
田
で
春
に
自
分

た
ち
で
田
植
え
を
し
た
稲

の
刈
り
取
り
を
行
い
ま
し

た
。

西
川
さ
ん
か
ら
作
業
の

説
明
を
聞
き
、
ノ
コ
ギ
リ

刃
の
つ
い
た
カ
マ
で
一
株

ず
つ
手
作
業
で
刈
り
取
り

を
し
ま
し
た
。

刈
り
取
っ
た
稲
は
、
し

っ
か
り
と
乾
燥
さ
せ
て
か

ら
、
後
日
自
分
た
ち
で
脱

穀
・
籾
す
り
を
し
て
試
食

す
る
予
定
と
の
こ
と
で
し

た
。
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　「
才
能
光
る
人
材
を
！
」

「
令
和
に
な
っ
て
か
ら
い

い
こ
と
無
い
な
ぁ
～
」
と

い
う
言
葉
も
定
着
し
て

き
た
感
じ
が
あ
り
ま
す

が
、
今
年
も
大
谷
翔
平
選

手
の
活
躍
し
か
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
は
な
か
っ
た
か

も
・
・
・
と
考
え
て
い
る

と
、
11
月
に
な
っ
て
か
ら

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
あ
る
よ
う
で
す  

^^

　
し
か
し
、
サ
ッ
カ
ー
人

気
も
世
界
的
に
低
迷
中
^；̂

　
原
因
は
、
戦
術
が
洗
練

さ
れ
す
ぎ
て
、
素
人
に
は

よ
さ
が
わ
か
り
に
く
い
と

か
、
Ｃ
Ｒ
７
や
メ
ッ
シ
く

ら
い
し
か
、
人
を
呼
べ
る

選
手
が
い
な
い
と
か
の
よ

う
で
す
。

　
や
は
り
、
ど
ん
な
分
野

で
も
光
り
輝
く
、
突
出
し

た
才
能
が
あ
る
人
材
が
必

要
な
よ
う
な
気
が
し
ま
す

ね  

^^

　
今
年
の
ワ
ッ
ト
サ
ム

も
、
こ
の
１
０
９
号
で
最

終
号
で
す
。

　
来
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
は
、
ど
ん
な
活
躍

を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
、

期
待
し
な
が
ら
冬
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。 （
勝
弘
）

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

始
ま
り
と
団
員
数
は
？ 

和
寒
町
で
の
柔
道
の
始
ま

り
は
昭
和
21
年
で
、
昭
和
25

年
に
柔
道
会
を
設
立
し
昭
和

48
年
に
少
年
団
を
結
成
し
ま

し
た
。

現
在
の
団
員
数
は
中
学
生

５
名
、
小
学
生
７
名
、
幼
児

３
名
の
15
名
で
す
。

活
動
内
容
は
？

年
間
を
通
じ
て
毎
週
火
曜

日
と
金
曜
日
19
時
よ
り
、
総

合
体
育
館
２
階
で
練
習
を
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
旭
川
龍
谷
高
校
へ

出
向
き
、
出
稽
古
な
る
遠
征

も
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
こ
３
年

間
は
中
止
し
て
お
り
ま
す
。

年
間
の
大
会
数
は
？

個
人
戦
・
団
体
戦
含
め
て

年
間
５
、
６
回
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
会
で
は
10
月

15
日
は
中
学
生
の
新
人
戦
。

　
10
月
30
日
に
は
士
別
地
区

防
犯
柔
道
大
会
が
あ
り
ま

す
。

今
後
の
目
標
は
？

（
団
員
）
大
会
で
は
勝
つ

こ
と
が
目
標
。

（
梅
本
君
）
今
回
、
中
体

連
全
国
大
会
に
出
場
で
き
ま

し
た
。

来
年
度
は
高
校
生
と
し

て
、
も
っ
と
強
く
な
っ
て
全

国
大
会
に
出
場
し
て
、
い
い

成
績
を
残
し
た
い
で
す
。

（
指
導
者
）
来
年
度
は
中

学
３
年
生
の
３
人
全
員
が
各

階
級
で
全
国
大
会
出
場
を
目

指
し
ま
す
。

団
員
の
確
保
は
？ 

団
員
募
集
と
し
て
、
公
共

施
設
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や

保
護
者
等
を
通
じ
て
練
習
体

験
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま

す
。ぜ

ひ
体
験
に
来
て
く
だ
さ

い
。和

寒
町
へ
の
要
望
は
？

町
外
に
お
け
る
各
大
会
出

場
時
の
費
用
支
援
が
必
要
で

す
。現

在
、
監
督
と
選
手
の
分

は
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
保
護
者
の
分
も
検
討

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
当
番
制
で
町
内
開

催
さ
れ
る
大
き
な
大
会
の
準

備
等
で
お
手
伝
い
が
少
な
い

事
が
あ
る
た
め
、
人
的
支
援

も
検
討
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

９
月
30
日
、
和
寒
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
（
会
長

：

福
井
教
之
さ
ん
）
の
皆
さ

ん
に
、
総
合
体
育
館
で
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

町民インタビュー

聞かせて
みんなも一緒に
体験しよう！
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